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AIの判断指標（“コンセプト”）が学習フェーズにおいて自動抽出され、見える化することができるコンセ

プトベースで識別するAI技術を活用し、橋やトンネルなどのインフラ構造物の維持管理に関する専門的
な知見を持たない人でも点検業務に携わることを可能にするシステムを開発する。インフラ構造物の点
検は、損傷の状態だけではなく架設年次、気候条件、交通量など様々な要因から複合的に判断するも
のであり専門技能者でさえも判断基準の言語化が難しい分野であるため、本技術の判断指標（“コンセ
プト”）の見える化への期待が大きい。本技術の社会実装により、公共インフラの老朽化が益々深刻化
していく中で、専門技能者不足、維持管理のコスト削減の解決につながる。

本研究開発では、橋梁を対象とし構造物の損傷状態（画像）と基礎情報（架設年次、交通量）を組み
合わせた判断指標（ “コンセプト”）の抽出を目指す。また、実際の橋梁点検現場で活用することを見据
えたアプリ開発を進める。下記に掲げるPoC達成を目指す。
PoC1：AIモデルの構築
（目標）画像以外をコンセプトに設定し、画像と画像以外の情報を組み合わせたAI推論を行うこと。
PoC2：誰でも簡単に使えるアプリのフロントエンドの開発
（目標）WEBアプリもしくはネイティブアプリを作成し、画像データ等を収集する仕組みを構築する。
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本研究開発において、画像以外をコンセプトに設定し、AI推論を行うこと、また専門技能者以外の人が
点検するためのシステム開発を達成した。AI開発においては、ひび割れを含むサンプル（データセット）

の拡充・像以外のコンセプトについて、健全性と紐づくパラメーターを見出すことが必要であることが見
えた。今後は、AI推論精度向上のためサンプル(データセット）の拡充、ならびに専門技能者以外の人が
点検を担うための研修制度の構築・現場実証を進めていく。
2029年には対象橋梁（小規模・健全）のシェア10%の達成、約10億円の売り上げを達成を目指す。


